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農
地
を
支
え
る
地
域
の
活
動

東
城
・
神
代
支
区
環
境
資
源
保
全
会
は
、
令
和

２
年
度
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
、
構
成
員
で
あ
る

地
域
の
皆
様
が
協
力
し
て
、
草
刈
や
道
路
・
農
業

用
水
路
の
ゴ
ミ
拾
い
等
を
行
い
、
良
質
な
米
の
生

産
地
で
あ
る
干
潟
八
万
石

と
い
わ
れ
る
肥
沃
な
耕
地

を
守
っ
て
い
ま
す
。
東
庄

町
に
は
東
城
・
神
代
支
区

の
他
に
も
８
つ
の
保
全
会

が
あ
り
、
各
地
区
で
活
動

し
て
お
り
ま
す
。

農
地
を
支
え
る
地
域

の
活
動
に
よ
り
今
年
も
順

調
に
収
穫
の
時
期
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲東城・神代支区環境資源保全会の農地保全活動

東城・神代支区環境資源保全会
ホームページのご案内

https://toujin-kankyou-hozen.jimdofree.com/
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私
ど
も
、
第
23
期
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
任
期
も
残
す
と
こ

ろ
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
え
な
い
中

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
極
力
情
報
共
有
で

き
る
場
を
設
け
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け
た

活
動
施
策
と
し
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
策
定
支
援
を
町
と
連
携
し
て
進
め
て
お

り
ま
す
。

町
で
は
神
代
地
区
、
笹
川
地
区
、
橘
地

地
区
、
東
城
地
区
の
４
地
区
の
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
と
は
、
地
域
の
農
地
の
将

来
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
地
域
ご
と
に
話

し
合
い
を
し
て
決
め
て
い
く
と
い
う
も
の

に
な
り
ま
す
が
、
令
和
元
年
度
か
ら
、
既

存
の
プ
ラ
ン
を
よ
り
実
質
化
し
た
プ
ラ
ン

と
な
る
よ
う
一
つ
の
プ
ラ
ン
を
集
落
単
位

に
絞
る
な
ど
、
大
き
な
範
囲
を
細
分
化
し

て
地
域
の
徹
底
し
た
話
し
合
い
が
で
き
る

よ
う
プ
ラ
ン
の
地
区
の
見
直
し
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
地
域
の
担
い
手
農
家
数
や
担
い
手

が
引
き
受
け
る
意
向
の
あ
る
面
積
を
明
確

に
し
て
、
担
い
手
、
地
権
者
が
地
域
の
現

状
、
将
来
を
認
識
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

農
業
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地

域
の
皆
様
が
、
こ
れ
ま
で
営
々
と
築
き
上

げ
て
こ
ら
れ
た
農
業
・
農
地
を
、
次
世
代

に
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に

積
極
的
に
地
域
の
話
し
合
い
に
参
加
し
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
務
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

農
家
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
東

庄
町
の
農
業
の
発
展
の
た
め
、
よ
り
一
層

の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

地域の農業をどのように守っていくかをテーマに６月27日、ふ
れあい公園交流センターにおいて、大久保・舟戸・東和田・神田・
稲荷入・小貝野地区の集落座談会を開催しました。

★手続きをせずに無断で農地転用すると？

　農地法違反となり、工事の中止や原状回復の命令がなされる場合があります。

　また、農地に復元するには相当の費用と時間がかかります。

　なお、農業用施設を設置する際にも、許可や届出が必要になります。

　設置の際はご相談ください。

★違反転用には厳しい措置が…

　無断で農地転用すると、３年以下の懲役または300 万円以下の罰金の適用を

　受ける場合があります。

やめよう ! 農地の違反転用

実
質
化
に
向
け
た
地
域
の
話
合
い
を

会 

長
　
上
代
　
金
治

『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』
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農地を必要とする方に貸し付ける農地を探

しています。貸し付けたい農地がある場合は、

お問い合わせください。出し手と受け手の間

に立って、（公社）千葉県園芸協会が農地の貸

し借りを行います。

詳細は東庄町まちづくり課農政係（電話

0478-86-6076）または、※（公社）千葉県園芸

協会農地部（電話043-223-3011）までお問い

合わせください。

※（公社）千葉県園芸協会は、千葉県から農地

中間管理機構に

指定されていま

す。

農地に係る手続きについて

遊休農地の
利用意向調査の実施について

農地を貸したい方は
御相談ください

■農地の権利移動（農地法第３条）
農地の売買、贈与、賃借などの権利設定には農地法に基づく農業委員会の許可が必要です。
なお、農地の売買、貸借には、農業経営基盤強化促進法による方法があります。

■農地転用（農地法第４条・第５条）
農地を住宅、資材置場、駐車場などの用途に変更（農地転用）するには、用途変更を行う前に県知事
の許可が必要です。
※農地転用の申請手続きについては、農業委員会に事前にご相談ください。
農業委員会に申請書を提出すると、農業委員会が書類の審査並びに現地調査を行います。
その後、定例総会に諮り県に申達いたします。

■相続等により農地を取得した場合の届出（農地法第３条の３）
相続または時効取得などにより農地の権利を取得した場合には、農地のある市町村の農業委員会へ届
出が必要です。

農業委員、推進委員が10月～11月頃に
該当する農地の所有者の家へ伺います。

農業委員会では、農地法に基づき、農地の利用状況と実

態を把握し、遊休化している農地の解消と有効利用を図

ることを目的に、毎年、現地調査を実施しております。

調査の結果、遊休化している農地と判断したものについ

ては、農地の所有者に対して今後どのようにするのか利

用の意向を調査いたします。

※耕作が放棄され荒廃が進んだ農地は、害虫の発生など

により周辺の農地に悪影響を及ぼすこともあります。

労働力不足等により農地の保全管理が困難になった場

合は耕作放棄地化する前に農業委員会に相談してくだ

さい。

農業委員会総会開催日 申請受付締切日
令和３年10月５日㈫ 令和３年９月17日㈮
令和３年11月５日㈮ 令和３年10月20日㈬
令和３年12月３日㈮ 令和３年11月19日㈮
令和４年１月６日㈭ 令和３年12月20日㈪
令和４年２月８日㈫ 令和４年１月20日㈭
令和４年３月４日㈮ 令和４年２月18日㈮

農地の売買・転用等の申請受付締切日

農地転用現地調査
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知って得する農業者年金

〒289-0692 千葉県香取郡東庄町笹川い4713-131
ＴＥＬ ０４７８－８６－６０７９／ＦＡＸ ０４７８－８６－４０５１

知って得する農業者年金
農業者年金で生活の安定を考えませんか？

3
メリット

つの

農業者年金で安心・豊かな老後を！
～農業者の老後は国民年金だけでは不安です～

◎農業に従事する方の老後の安心に役立ちます。　国民年金 ＋ 農業者年金

◎こんな方が加入できます。①国民年金第１号被保険者 ②年間60日以上農業に従事 ③20歳以上60歳未満の方

◎積立方式だから自分がかけた金額は年金として生涯もらえます。

（仮に80歳前に亡くなった場合でも、死亡一時金が遺族に支給されます。）

◎保険料は いつでも変更できます。月々２万円から６万７千円まで

◎支払った保険料は全額社会保険料控除となり、大きな節税効果。

◎政策支援（保険料の国庫補助）が受けられます。

　例：認定農業者等で青色申告者で35歳未満の人は10,000円（５割）補助

お問い合わせご相談は、東庄町農業委員会事務局まで


